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研究成果の概要（和文）：本研究は公共工事における工事品質、談合の抑止策の効果、入札談合の検知手法な
ど、公共調達の効率性の改善に関していくつかの知見を提供した。
一つ目に、公共工事において電子入札を導入することが入札談合の抑止につながることを明らかにした。二つ目
に、機械学習を用いた入札談合の検知について新たな知見を得た。三つ目に、公共工事の入札額の選択と工事品
質の選択という二つの意思決定の間の関係について、実証的な知見を得た。

研究成果の概要（英文）：This study provided several insights for improving the efficiency of public 
procurement, including the effectiveness of measures to prevent bid-rigging and improve construction
 quality in public works, as well as methods for detecting bid-rigging in bidding. First, it was 
revealed that introducing electronic bidding in public works promotes competition. Second, new 
insights were obtained regarding the detection of bid-rigging using machine learning. Third, 
empirical evidence was obtained on the relationship between the choice of bid prices and the choice 
of construction quality for public construction projects.

研究分野：産業組織論

キーワード： 競争政策　公共事業

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で得られた知見は、いずれも公共調達における効率性の改善に資するものである。まず、公共入札におけ
る談合を検知する手法を開発することは、談合の発見と抑止につながる。また、入札制度の影響を事後的に評価
することで、入札制度の設計に対して知見を提供したと考えられる。さらに、公共工事の品質選択の意思決定を
分析することで、より効果的に工事品質を維持するための施策に対して知見を提供したと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）公共入札や公共工事の効率性について様々な側面を分析することは、産業組織論や競争政
策の分野において主要な研究課題である。中でも公共事業において安全性や耐久性などの工事
品質をいかに確保するかは、工事の発注者である政府や地方自治体には重要な課題であり、低品
質の工事を防ぐための様々な方策が検討されてきた。その中の一つが最低制限価格制度である。
低価格で落札された工事では、工事費用を節約するために手抜きが生じる、という因果関係が想
定され、手抜きを防止するためには工事価格の低落を防ぐことが効果的である、という考えのも
とに設けられた制度である。しかしながら、いったん工事を落札すれば、その価格の高低にかか
わらず手抜き工事をすることは可能であり、そのような場合には、落札額の低落を防ぐことによ
って品質を維持しようとする試みの効果は限定される。したがって、工事品質の選択がどのよう
な要因に左右されるかを分析することは、このような工事品質を維持するための施策の効果を
検討する上で重要な研究課題である。 
（２）同様に、公共事業の担い手を決める入札において競争性が確保されることは、効率性の観
点から重要である。その一方で、わが国では入札談合が頻繁に生じており、入札談合を制度面か
ら防止することや、談合の発生を検知するための方策は競争政策分野の研究課題である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、公共工事の品質、公共入札の入札制度が談合を抑止する効果、入札談合の検知手法
の 3つの観点から実証的な研究を行った。 
 
（１）本研究の目的の一つ目は、低品質工事の生じるメカニズムと、その防止策として用いられ
ている最低制限価格制度について、実証面から知見を蓄積させることを目的とする。 
（２）目的の二つ目は、公共入札において入札者間のコミュニケーションを制限するような制度
変更が入札談合を減少させるか、という点についての検証である。 
（３）三つ目の目的は、入札談合を検知するための手法の開発である。特に、近年は機械学習に
よる入札談合の検知について研究が進展しつつある。本研究では、機械学習を談合の検知に適用
する際のトレーニングデータの汎用性について検証を行う。 
 
３．研究の方法 
 
（１）落札価格が工事品質に与える影響を分析するため、公共工事の入札データとその後の工事
成績評定の両方を公開している自治体のデータを入手し、関連する要因をコントロールした上
で価格と工事成績評定の相関を推定した。 
（２）入札者間のコミュニケーションを制限するための制度変更として、紙による対面入札から
電子入札への切り替えが挙げられる。対面入札から電子入札に切り替えた自治体と、同じ時期に
対面入札を継続した近隣自治体のデータを入手し、差分の差分法を用いて電子入札への切り替
え後の入札額の変化分を推定する。 
（３）機械学習の手法を用いて、入札を談合入札／非談合入札に分類する分類器を構築する。本
研究では特に、異なる環境で生成された入札データを教師あり学習のトレーニングデータとし
て使用した場合、どの程度の分類性能が得られるかを、スイスと日本の入札談合事件のデータを
用いて検証する。 
 

４． 研究成果 
 
本研究では以下の成果が得られた。 
（１）公共工事の落札価格と、発注者による工事実施後の成績評定の点数を分析したところ、落
札価格が工事品質を下げるという因果関係は確認されなかった。このことから、品質維持の観点
からみると最低制限価格のメリットは小さいことを示唆している。本研究の結果は、Hatsumi and 
Ishii（2022）として国際査読付き学術誌に掲載された。 
（２）電子入札が入札額を低下させる効果が確認された。紙による対面入札を継続した自治体を
コントロール群とし、非対面の電子入札に切り替えた自治体の入札データを分析したところ、当
初入札額が高い傾向があった市場では、電子入札の導入後に入札額が低下した。一方で、入札メ
ンバーの間に他のコミュニケーションのチャネルが存在する環境では、電子入札を導入するこ
とで入札額が低下する効果は低かった。このことは、入札額の高さの背後には入札者間のコミュ
ニケーションがあり、電子入札はそれを阻害することで入札の競争性を高める効果があること
を示唆する。この結果は、Ishii(2021)として国際査読付き学術誌に掲載された。 
（３）機械学習による入札談合の検知について、異なる環境で生成された入札データをトレーニ



ングデータとして活用することの有効性を検証した。その結果、同じ環境で生成されたトレーニ
ングデータよりも性能は劣るものの、異なる環境で生成された入札データに標準化等の処置を
行うことにより、一定の水準の検知性能を発揮することが分かった。各国の競争当局が機械学習
による談合の検出を試みる際、自国内でトレーニングデータが確保できない場合には他国のト
レーニングデータを活用することにより、一定の検知性能を持つ分類器を構築できる可能性を
示している。この結果は、Huber, Imhof, and Ishii(2022)として国際査読付き学術誌に掲載さ
れた。 
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